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３ 「ナノ倫理」は存在するのか  
  
ナノテク特有の問題（「ナノ倫理」）があるとする見解と、全く新しい問題があるわけで



























































































































































“Nanotechnology and the developing world”においてエリン･コート（Erin B. Court）ら
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〈注〉 
1 The National Nanotechnology Initiative: Leading to the Next Industrial Revolution 
(http://clinton4.nara.gov/WH/New/html/20000121_4.html)  
2  Table1 “A partial nanomedicine technologies taxonomy”による。フレイタスはこの表
をあくまで「部分的な」分類であるとしている。 
3  後述するクライトンの『プレイ』においても、ナノ粒子の複製は大腸菌が担っている。 
4 ただし、当然のことながら DDS という考え方自体はナノテク以前から存在する。 






7 National Nanotechnology Initiative, What is Nanotechnology? 
http://www.nano.gov/html/facts/whatIsNano.html  
8 7 頁。引用されている見解は主に人体への ICT インプラント（Information and 








11 155 頁以下。MDGs の訳語については、外務省によるものを利用した。
（http://www.mofa.go.jp/Mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs/handbook.html） 
12 例えば、大阪大学医学部附属病院では通常心臓移植手術の適応とされない 60 歳以上の
高齢者に対して埋め込み形補助人工心臓の永久的な使用を行い、2008 年 11 月に 74 歳の
患者が退院した。http://www.asahi.com/health/news/OSK200811260015.html（2008 年
11 月 26 日） 











ると、公開特許公報は 15 件、公表特許公報は 68 件、再公表特許は 0 件あるが、国際出願
を外国語で行った場合になされる公表特許公報がほぼ外国からの出願と同一視できる。単
に「医療」という言葉を用いているに過ぎない場合もあるが、外国からの出願が 8 割に上
り、現時点においても大多数が外国から入ってきている傾向が見て取れる。 
